
学力診断テスト 
（英語） 

東北大学 
 

2003年度 第2問 

添削指導 



1 

2 

東北大学 2003年度 第2問 

3 

4 

5 



東北大学 2003年度 第2問 

6 

7 



東北大学 2003年度 第2問 



Step 1.   解答 
 

（解答時間のめやす：２5分） 

問 1 
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（A) 

（B) 

問 ２ 
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Step 2.   語彙力のテスト 

psychologist 

 primary 

 motivator 

 fear 

 root 

 instinctive 

 desire 

 avoid 

 emotion 

 wonder 

 objectivity 

 push aside 

 

 

reduce 

 objective 

 painful 

 experience 

 suffer 

 

 

land 

 seniority 

 vulnerable 

 

 

route 

 comparable 

 generalize 

 focus on 

 gather 

 specific 

 evaluate 

 concern 
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問題文中の意味 英語 

28 

TOTAL 
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※ 東北大の出題箇所に含まれる語彙（赤太字の語）だけでも解答しましょう 
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以下の各文について、 
   
           1. 構文を説明しなさい 
 (1) SVOC を示しなさい 
 (2) 従属節を [      ]でくくりなさい  
 (3) 前置詞句を（  ）でくくりなさい 
 
           2. 日本語訳しなさい 
 
 
 
試験を想定して、１題につき５～７分程度を解答時間のめやすとしましょう。 
 
 
※ 読解が難しかった箇所や時間がかかってしまった箇所を示しておいてくれれば、 
  それらをとくに重点的に解説します。 

問1  - (1) [                           ] [                                           ] 
S V O O S V O S V 

【訳】 

3 2 

Step 3.   構文把握力のテスト 

report：報告する though:～だけれども danger:危険 still:依然として 

例 

生徒の19.6%は、彼らは危険を知っているが、それでも依然としてSNSを利用すると答えた。 

氏名 
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psychologist:心理学者 primary:原始的な motivator:動機となるもの fear:恐怖 
 root:根付かせる instinctive:本能的な desire:願望 avoid:避ける 

 emotion:感情 wonder:驚異 objectivity:客観性 push aside:脇へ押しやる 
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reduce:減らす objective:客観的な painful:苦痛を伴う experience:経験 suffer:（苦痛を）経験する 
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land:獲得する seniority:先輩であること、年功 vulnerable:傷つきやすい 
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route:道 comparable:類似の、同等の generalize:一般化する、（漠然と）概括的に論じる 
 focus on:～に集中する gather:集める specific:特定の evaluate:評価する、測る 

 concern:関心事、気になること 
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Step 3.   構文把握力のテスト 

添削結果 
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Step 3.   構文把握力のテスト 

添削結果 
（構文チェック） 
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-  構文Check - 

1. 【他動詞＋SV】 他動詞 “believe” の後に “that” が省略されて目的語節になって 
        いると気付けたか？ 
 
2. 【Ved】    “rooted” が、 “fear” を説明する形容詞（過去分詞）だと識別できたか？ 
 
 
3. 【to V】   “to avoid” が形容詞的用法で “our instinctive desire” を説明していると 
                   判断できたか？ 
 
4. 【and/but/or】 “and” が、 “loss” “pain” “death” の 3つをつないでいることに 
                                  気づけたか？ 
 
5. 【with】   付帯状況の “with” の用法に気付き、主述関係を明示しながら訳せたか？ 
 
 
6. 【it is 名詞 that】 “it’s little wonder that・・・” について、 “that” 以下が主語の 
                                     形式主語構文だと識別できたか？ 
 
7. 【be動詞の系統】 “gets” を、「なる」という be動詞と同様の意味にとり、 
 【Ved】         “pushed aside” とセットで受動態の V をつくれたか？ 
 

Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 

【訳出例】 

psychologist:心理学者 primary:原始的な motivator:動機となるもの fear:恐怖 
 root:根付かせる instinctive:本能的な desire:願望 avoid:避ける 

 emotion:感情 wonder:驚異 objectivity:客観性 push aside:脇へ押しやる 
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(主) 

～するという 

(S) 
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-  構文Check - 

1. 【to V】  “To help reduce (= To help to reduce) ” が、文全体を補足説明する副詞的 
    用法「～するために」だと判断できたか？ 
 
2. 【and/but/or】 “and” が、 “reduce” と “become” の 2つをつないで、両方とも 
          “To help” に連なっていることに気づけたか？ 
 
3. 【名詞＋S V】   “all the painful experiences you might have” について、省略された 
                               関係詞 “that” を補って意味をとることができたか？ 
 
4. 【仮定法】 “might” と “chose” から、仮定法の文になっていると気づけたか？ 
 
 
5. 【to V】   “to leave ” が他動詞 “chose” の目的語として名詞的用法「～すること」に 
                   なっていると判断できたか？ 
 

Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 

【訳出例】 

reduce:減らす objective:客観的な painful:苦痛を伴う experience:経験 suffer:（苦痛を）経験する 
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-  構文Check - 

1. 【Ving】 “landing” が、他動詞 “include” の目的語として名詞的な使い方（動名詞）  
                    「～すること」になっていると気付けたか？ 
 
2. 【関係詞】 ひとつめの “that” から先を、先行詞 “another job” を説明する関係詞節 
                          として読み、本来あったはずの文を正確に復元して意味を読み取れたか？ 
 
3. 【関係詞】 ふたつめの “that” についても、“loss of seniority” を説明する関係詞節 
                          として読み、本来あったはずの文を正確に復元して意味を読み取れたか？ 
 
4. 【V O C】   “could make you even vulnerable”  の部分を、 VOC として読めたか？ 
 
 
5. 【and/but/or】 “and” が、 “landing” “loss” “being・・・” “failing” の 4つをつないで 
                                  いて、どれも “include” の目的語になっていることに気づけたか？ 
 

Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 

【訳出例】 

land:獲得する seniority:先輩であること、年功 vulnerable:傷つきやすい 
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-  構文Check - 

1. 【助動詞】 助動詞 “should” と 動詞の原形 “be・・・” がセットで V になっていると 
      気づけたか？ 
 
2. 【Ved】    “generalized” が、 “fear” を説明する形容詞（過去分詞）だと識別できたか？ 
 
 
3. 【and/but/or】 “and” が、 ふたつの動詞の原形 “put” と “focus” をつないでいて、 
         どちらとも “be able to” に連なっていることに気づけたか？ 
 
4. 【Ving】  “gathering” が、他動詞 “focus on” の目的語として名詞的な使い方 
                     （動名詞） 「～すること」になっていると気付けたか？ 
 
5. 【to V】  “with which to (objectively) evaluate・・・” が形容詞的用法「～するための」 
                  で、 “specific information” を説明していると判断できたか？ 
 
     ※ 5. は珍しい用法で、 “specific information to (objectively) evaluate ・・・ with” と 
          同じ意味です。 

Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
Yes  No 
 
 
 

【訳出例】 

route:道 comparable:類似の、同等の generalize:一般化する、（漠然と）概括的に論じる 
 focus on:～に集中する gather:集める specific:特定の evaluate:評価する、測る 

 concern:関心事、気になること 
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